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序　文

日頃より仙台市の文化財行政に対しご理解、ご協力を賜り感謝申し上げます。市内には現在約780ヵ所の遺跡が

確認されております。このような埋蔵文化財はその時代ごとにその地に住んだ人々の痕跡を伝えるものであり、当

委員会としましては皆様のご理解とご協力を得て、大切な文化財を保存し、後世に伝えるように努めているところ

であります。

ここにご報告いたします郡山遺跡は、地方官衙としてはわが国でも最古段階の重要な遺跡です。昭和54年以来、

継続的に実施してまいりました発掘調査により、古代の文献に記録のない“幻の城柵”はまさに“甦る城柵”とし

て私たちの前に姿を現してきました。また、その価値が明らかになったことで、平成18年には国史跡として指定

されています。

平成23年3月11日に発生し、東北地方に大きな爪痕を残した東日本大震災から7年の月日が経ちました。復興・

創生期間の初年度となった昨年度に引き続き、今年度も個人住宅建築や建替え、宅地造成等に伴う調査件数が増加

傾向にあります。また、郡山遺跡と密接な関連が伺われる愛宕山横穴墓群においては遺構確認調査を実施しました。

本書はそれらの調査結果を報告・公開するものであります。

発掘調査を継続できましたのも遺跡の究明にご助言をいただいた先学の諸氏や、市民の皆様のご協力があればこ

そだと感じております｡ これまでの文化財の調査成果が遺跡保護や整備、そして私達の生活文化に寄与すること

を願ってやみません。今後とも皆様のご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

平成30年3月

仙台市教育委員会

教育長　大越　裕光





例　　言
1． 本書は国庫補助事業による市内遺跡調査のうち、郡山遺跡内の個人住宅建築工事にかかわる発掘調査および、

愛宕山横穴墓群の確認調査の調査報告である。
2． 本概報は調査速報を目的としている。
3． 執筆は以下のように分担した。
　　第1章・第2章・第3章　五十嵐 愛
　　第4章　三浦昂也
4． 本書の作成に関わる作業の担当は以下のように分担し、編集は五十嵐が行った。
　　遺物基礎整理～実測図作製、遺物図・遺構図トレース、図版作製：五十嵐、郡山遺跡発掘調査事務所作業員
　　遺構注記表作成・遺物観察表作成：三浦、五十嵐
　　遺物写真撮影：五十嵐
5． 本書の内容は既に公開されている各種の発表会資料に優先する。
6． 本書に係わる出土遺物、実測図、写真などは仙台市教育委員会が保管している。

凡　　例
1． 断面図の標高値は、海抜高度を示している。但し、海抜高度及び平面直角座標系の数値は、平成23年（2011）

3月11日の東日本大震災前の値を使用している。
2． 第2章の図中に示した座標系は、郡山遺跡内に昭和56年に設定し、平成8年度に更新した任意の座標系（X=0、

Y=0）を通る磁北線（1984年頃の偏角で、真北から6°44′7″西傾）で表記している。
3． 文中の方位は、真北を基準としている。また、図中の方位に「☆」を付したものは真北を示し、これ以外の

方位は座標系に沿った磁北を示している。
4． 遺構の略称は次のとおりである。遺構番号はこれまでの郡山遺跡の調査を通しての番号順である。但し、ピッ

トは調査区毎に付番している。
SA：柱列・材木列跡　　SB：掘立柱建物跡　　　SD：溝跡　　　SI：竪穴住居跡　　　SK：土坑
SX：性格不明遺構　　　P：ピット・柱穴

5． 遺物の略号は次のとおりである。
A：縄文土器	 B：弥生土器	 C：土師器（ロクロ不使用）　　D：土師器（ロクロ使用）
E：須恵器	 F：丸瓦・軒丸瓦	 G：平瓦・軒平瓦　　　　K：石器・石製品　　　　N：鉄製品

6． 土師器実測図における網掛けは、黒色処理が施されていることを示している。その他の付着物や痕跡は図上
に表記している。

7． 遺物観察表中の法量で（　）が付いた数字は、図上で復元した推定値である。
8． 土色については「新版標準土色帖」（小山・竹原1989）を使用した。
9． 第1図は、国土地理院作成1：25000「長町」を使用し作成した。
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第１章　はじめに

Ⅰ．調査体制
調査主体　仙台市教育委員会
調査担当　文化財課長　長島栄一
　　　　　整備活用係　係長　佐藤 淳、主任　小野寺啓次、主任　稲垣正志、主事　五十嵐 愛
　　　　　　　　　　　文化財教諭　小山紘明、高橋和也、三浦昂也
　　　　　調査調整係　係長　平間亮輔、主任　鈴木 隆
　　　　　　　　　　　主事　及川謙作、庄子裕美、妹尾一樹、三浦一樹、小林 航、柳澤 楓
　　　　　　　　　　　文化財教諭　笹原 惇、佐藤慶一、及川 基、大友 渉
　　　　　　　　　　　専門員　佐藤 洋、渡部弘美

　　　　　本報告書に掲載する各調査の担当職員は以下の通りである。
　　　　　　　郡山遺跡第267次調査：髙橋純平・及川 基
　　　　　　　郡山遺跡第268次調査：小泉博明・高橋和也
　　　　　　　郡山遺跡第269次調査：及川謙作・高橋和也
　　　　　　　郡山遺跡第271次調査：三浦一樹・三浦昂也
　　　　　　　郡山遺跡第272次調査：庄子裕美・三浦昂也
　　　　　　　愛宕山横穴墓群第7次調査：五十嵐 愛・三浦昂也

発掘調査・整理作業を適正に実施するため「郡山遺跡・陸奥国分寺跡等調査指導委員会」を設置し、指導・助言
を受けていたが、東日本大震災以降、復旧に伴う発掘調査を優先せざるを得ない状況であったことから、調査指導
委員会について、震災後はやむなく休会としている。平成30年度以降については、郡山遺跡と陸奥国分寺跡等の
遺跡内での発掘調査の状況を踏まえて、委員会の再開へ向けた調整を図っていくこととする。

Ⅱ．調査計画と実績
１．調査計画

平成29年度に計画した本書掲載の調査は、国庫補助事業である「市内遺跡発掘調査」の一部として計画し、郡
山遺跡・愛宕山横穴墓群を対象とした｡

郡山遺跡では第5次5ヶ年計画終了後に平成17年度から補足調査を実施してきたが、東日本大震災からの早期復
旧・復興を考慮し、昨年度に引き続き個人住宅建築及び震災復興に関わる調査に特化して事業を計画した。

発掘調査総経費は26,542,000円（国庫補助金額13,271,000円）の予算で計画し、当初は郡山遺跡の個人住宅対応
調査に6,333,120円、愛宕山横穴墓群調査に3,496,880円、「仙台平野の遺跡群」として郡山遺跡以外の市域全体の
個人住宅対応調査に6,830,320円、出土木製品の保存処理に292,680円、仙台城跡調査に9,589,000円とした。これ
によって本書に関わる発掘調査の実施計画を以下のように立案した。

遺跡名 調査地区 調査予定面積 調査予定期間 調査原因
郡山遺跡 官衙内部など5箇所 300㎡ 平成29年4月～平成30年3月 個人住宅建築

愛宕山横穴墓群 C地点 50㎡ 平成29年6月～平成29年9月 遺構確認

表1　平成29年度発掘調査計画
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遺跡名・調査次数 調査地区 調査面積 調査期間 調査原因 対応

郡山遺跡　第267次 郡山遺跡南東部 8㎡ 平成29年 1 月10日～ 1 月11日 個人住宅建築 郡山遺跡ほか調査

郡山遺跡　第268次 Ⅱ期官衙北部 93㎡ 平成29年 2 月 6 日～ 3 月16日 個人住宅建築 郡山遺跡ほか調査

郡山遺跡　第269次 郡山遺跡南端部 45.05㎡ 平成29年 3 月13日～ 3 月24日 個人住宅建築 郡山遺跡ほか調査

郡山遺跡　第270次 Ⅱ期官衙北部 84.7㎡ 平成29年 4 月20日～ 5 月 1 日 長屋住宅建築 開発に伴う本発掘調査

郡山遺跡　第271次 Ⅱ期官衙北東部 12㎡ 平成29年 6 月12日 個人住宅建築 郡山遺跡ほか調査

郡山遺跡　第272次 Ⅱ期官衙北東部 9㎡ 平成29年 7 月10日 個人住宅建築 郡山遺跡ほか調査

郡山遺跡　第273次 Ⅱ期官衙東部 80.48㎡ 平成29年11月27日～12月12日 宅地造成 開発に伴う本発掘調査

郡山遺跡　第274次 郡山遺跡東端部 11.5㎡ 平成29年12月 1 日 長屋住宅建築 開発に伴う事前調査

郡山遺跡　第275次 Ⅱ期官衙北部 295.64㎡ 平成29年12月14日～平成30年 2 月 5 日 保育所建築 開発に伴う本発掘調査

郡山遺跡　第276次 郡山遺跡南西部 21㎡ 平成30年 2 月 2 日 事務所兼倉庫建築 開発に伴う事前調査

郡山遺跡　第277次 郡山遺跡西部 18㎡ 平成30年 2 月 1 日 共同住宅建築 開発に伴う事前調査

愛宕山横穴墓群　第7次 C地点 101.7㎡ 平成30年 1 月 9 日～ 1 月26日 遺構確認 範囲確認調査

表2　平成29年度発掘調査実績　（一部前年度実績を含む）

１
２

３
４

６

５

7

8

　　　　1．郡山遺跡　　2．西台畑遺跡　　3．長町駅東遺跡　　4．北目城跡　　5．富沢遺跡　　6．大野田官衙遺跡

　　　　7．愛宕山横穴墓群A地点　　8．愛宕山横穴墓群B・C地点
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２．調査実績
郡山遺跡については、平成29年度は8箇所の調査を実施した。そのうち本報告書では、国庫補助事業の対象とな

る個人住宅建築に関わる調査である第271・272次の報告を行う。なお、平成28年度中に実施したものの、年度末
であったため、『郡山遺跡37−平成28年度発掘調査概報−』で報告ができなかった第267・268・269次調査につい
ても本書にて報告をする。また受託事業で行われた第270次調査については、本年度に刊行される『仙台市文化財
調査報告書第468集　洞ノ口遺跡ほか発掘調査報告書』に所収される予定である。また、平成29年度中に受託事業
で行われた第273・275次調査報告の詳細は次年度の報告とする。

愛宕山横穴墓群については、調査の実施が平成30年1月となったため、本報告書では概要報告のみとし、詳細は
次年度での報告とする。
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第２章　郡山遺跡

Ⅰ　第267次発掘調査
１．調査経過と調査方法

第267次調査は、個人住宅建築に伴う調査である。平成28年11月25日
付けで申請者より提出された「埋蔵文化財発掘の届出について」（平成28
年12月9日付けH28教生文第101－576号で回答）に基づき実施した。

今回の調査地点は、郡山遺跡の南東部に位置し、平成28年度に調査が
行われた第260次調査区の南東側にあたる。（第2・4図）

調査は平成29年1月10日に着手し、建築予定範囲内に東西2.0ｍ、南
北4.0ｍの規模で調査区を設定した。重機により盛土および基本層Ⅰ層
～Ⅴ層まで掘り下げ、Ⅵ層上面（GL−2.2ｍ）で遺構検出作業を行った。
遺構の記録は、平面図・断面図をS＝1/20で作製し、記録写真はデジタ
ルカメラを用いて撮影した。1月11日に調査を終了し、その後重機によ
り埋め戻しを行った。

２．検出遺構と出土遺物
検出された遺構は、土坑1基、ピット1基である。各遺構および基本層から遺物は出土していない。

【SK2405土坑】
調査区の北壁際で検出された。部分的な検出のため、平面形・断面形状は不明であるが、規模は東西55㎝以上、

南北30㎝以上であり、深さは約25㎝である。堆積土は単層で、人為的に埋め戻されている。断面観察の結果、Ⅴ
層上面から掘り込まれたことを確認した。
【ピット】

調査区の北側で検出された。平面形状は楕円形を呈し、規模は東西約35㎝、南北約22㎝である。直径約10㎝の
柱痕跡を確認しており、柱痕跡の深さは約7㎝である。
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　地

隣
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建築予定範囲

0 10mS=1/500

第3図　第267次調査区配置図

第267次
260

第4図　第267次調査区位置図
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３．まとめ
第267次調査区は郡山遺跡の南東部に位置し、平成28年度に調査が行われた第260次調査区の南東側に位置する。
当該地は官衙の中枢域から離れているが、260次調査区ではⅡ期官衙に関連した区画施設とみられる溝跡が確認

されており、官衙に伴うエリアが存在していたと考えられる。260次調査の確認調査トレンチのうち、267次調査
区の近隣に位置するトレンチにおいては、遺構・遺物は検出されておらず、古代の遺構検出面は削平されていると
考えられたが、今回の調査により、当該地周辺には古代の遺構検出面が部分的に残存していることが確認された。

真
北

磁
北

（S=1/60）
0 1m

SK2405

調査区西壁

Ⅰ

盛  土

Ⅲ

Ⅴ

Ⅵ

Ⅳ
SK2405

9.60m

Ⅰ

盛  土

Ⅱ
Ⅲ

Ⅴ

Ⅵ

Ⅱ

SK2405

調査区北壁
9.60m

S260

E97E95

S262

E97

E95

P1

遺構名 層位 色調 土質 備考・混入物

基本層

Ⅰ 2.5Y3/2黒褐色 粘土質シルト 現代の水田耕作土
Ⅱ 5Y3/1オリーブ黒色 粘土質シルト Ⅰ層ブロックを少量含む
Ⅲ 10YR3/2黒褐色 粘土 黒灰色粘土ブロック・酸化鉄を少量含む
Ⅳ 10YR4/3にぶい黄褐色 粘土 Ⅲ層ブロックを含む　黒褐色粘土ブロックを少量含む
Ⅴ 10YR4/2灰黄褐色 粘土質シルト 黄褐色粘土質シルトブロックを含む　黒褐色粘土質シルトブロック・酸化鉄を少量含む
Ⅵ 2.5Y6/3にぶい黄色 粘土質シルト 酸化鉄を斑状に含む　黒褐色粘土ブロックを少量含む

SK2405 1 10YR4/2灰黄褐色 粘土質シルト 黄褐色粘土質シルトブロックを多量含む　黒褐色粘土質シルトブロックを含む　酸化鉄を少量含む　人為堆積

第5図　第267次調査区平・断面図

1．調査区全景遺構検出状況（南東から） 2．調査区北壁土層断面（南から）
写真図版1　第267次調査区
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Ⅱ　第268次発掘調査
１．調査経過と調査方法

第268次調査は、個人住宅建築に伴う調査である。平成28年
8月15日付けで申請者より提出された「埋蔵文化財発掘の届出
について」（平成28年8月24日付H28教生文第101−326号で回
答）に基づき実施した。

今回の調査地点は、郡山遺跡の北部に位置し、平成14年度
に調査が行われた第148次調査区と平成15年度に調査が行われ
た第156次調査区の南側にあたる。（第2・7図）調査は平成29
年2月6日に着手し、想定される遺構検出状況から建築予定範
囲全域（東西12.3ｍ、南北8.0ｍ）を調査区としたが、対象地
の都合上、東西に分割して2回に分けて調査を行うこととした。

重機により盛土および基本層Ⅰ層を掘り下げ、Ⅱ層上面で遺構検出作業を行った。また調査区東側において、部
分的に下層調査を行った。遺構の記録は、平面図・断面図をS＝1/20で作製した。記録写真は主にデジタルカメ
ラを用いて撮影し、必要に応じて35mmモノクロフィルム・カラーリバーサルフィルムを用いて撮影した。また、
調査の際に、郡山遺跡の座標点（No.4）から基準点の移設を行った。3月16日に調査を終了し、その後重機によ
り埋め戻しを行った。

２．検出遺構と出土遺物
検出された遺構は、竪穴住居跡1軒、材木列跡1列、掘立柱建物跡の可能性も考えられる柱列4列、土坑10基、

溝跡2条、性格不明遺構1基、ピット75基である。また、各遺構及び遺構検出面・基本層中から土師器や須恵器な
どの遺物が出土している。
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第6図　第268次調査区配置図
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第9図　第268次調査区断面図

遺構名 層位 色調 土質 備考・混入物

基本層

Ⅰa 10YR3/2黒褐色 粘土質シルト Ⅰｂ層を小ブロック状に少量含む
Ⅰb 10YR4/3にぶい黄褐色 シルト Ⅱ層粒をごく少量含む
Ⅰc 10YR3/2黒褐色 粘土質シルト Ⅱ層ブロックを含む
Ⅰd 10YR3/1黒褐色 シルト Ⅱ層ブロックをやや多く含む
Ⅱ 10YR5/3にぶい黄褐色 シルト 黒褐色（2.5Y3/2）粘土質シルトを部分的に斑状に含む
Ⅲ 2.5Y3/2黒褐色 粘土質シルト にぶい黄褐色（10YR5/3）シルトを粒状にごく少量含む　　弥生時代の堆積層の可能性あり
Ⅳ 10YR5/4にぶい黄褐色 シルト 均質

SK2419 1 2.5Y3/1黒褐色 粘土質シルト 地山小ブロックを若干含む

SK2421

1 2.5Y3/2黒褐色 粘土質シルト 地山ブロックを少量含む　　人為的埋土？
2 10YR3/2黒褐色 粘土質シルト 地山ブロックを若干含む　　人為的埋土？
3 10YR3/2黒褐色 粘土質シルト 地山大ブロックをやや多く含む　　人為的埋土？
4 10YR4/1褐灰色 粘土質シルト 地山ブロックを若干含む　　人為的埋土？

SK2422
1 10YR3/2黒褐色 粘土質シルト 地山粒・炭化物粒をごく少量含む
2 2.5Y3/3暗オリーブ褐色 粘土質シルト 地山ブロックを若干含む

SK2424
1 2.5Y3/2黒褐色 粘土質シルト 地山ブロックを少量含む
2 10YR3/2黒褐色 粘土質シルト 地山ブロックを若干含む

P64 1 10YR3/2黒褐色 粘土質シルト 地山粒を少量含む
P71 1 2.5Y3/2黒褐色 粘土質シルト 地山粒を少量含む

P82
1 2.5Y3/2黒褐色 粘土質シルト 炭化物粒を少量含む
2 10YR3/3暗褐色 粘土質シルト 地山小ブロックを若干含む

P83
1 10YR3/2黒褐色 粘土質シルト 地山粒を少量含む
2 10YR3/3暗褐色 粘土質シルト 地山小ブロックを少量含む

P91
1 10YR3/3暗褐色 粘土質シルト 地山ブロックを若干含む
2 2.5Y3/1黒褐色 粘土質シルト 地山ブロックを少量含む
3 10YR3/2黒褐色 粘土質シルト 地山小ブロック・地山ブロックを含む
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（1）竪穴住居跡
【SI2407竪穴住居跡】

調査区の西側で検出された。SA2413材木列・SA2410柱列（P3、P4）・SD2408溝跡・P39・P72・P73・P74・
P75・P91・P92・P94・P95より古い。住居跡の西辺の一部、北辺および東辺にかけて確認したが、南辺と西辺の大
部分は調査区外となっている。規模は東西方向が約4.6ｍ、南北方向が3.5ｍ以上である。北辺を基準とした方向はN
－12°－Eである。堆積土は人為的に埋め戻されており、2層に細分される。遺構検出面から底面までの深さは15～
20㎝で、壁はほぼ垂直に立ち上がり、最も残りのよい西壁で約10㎝を測る。掘方埋土を床面としており、一部に貼
り床が認められる。床面の施設としては、カマド、周溝、土坑1基（SI2407−SK1）が検出された。カマドは住居北
辺の東寄りに位置し、壁面に直交して付設されている。袖の規模は、東袖が長さ約110㎝、幅20～30㎝、西袖が長
さ約80㎝、幅15～35㎝を測る。袖は壁面に対してハの字状に付設される。燃焼部の規模は奥行き約65㎝、幅約60㎝
であり、底面には被熱による赤変が認められる。周溝は北壁際から東壁際にかけて検出されている。周溝の規模は、
幅約20㎝、深さ約10㎝で、断面形状はＵ字形を呈する。堆積土は2層に細分され、上層は住居跡の堆積土2層に対
応する人為的埋土、下層は住居機能時の自然堆積土と考えられる。土坑（SI2407−SK1）は、カマドの西側で検出
されており、平面形は歪な円形を呈する。直径は約40㎝、深さは約35㎝である。断面形状はＵ字状を呈し、堆積土
は3層に細分される。遺物は堆積土や床面、掘方埋土などから土師器や須恵器が出土している。土師器の坏（C−
1253・第11図2）や甑？（C−1250・第11図1）のほか、甕とみられる底部から体部にかけての破片が2～3個体分
確認されている。また、土坑の底面から住居北壁に接する状態で須恵器の甕の体部破片（写真4－3）が出土したほ
か、カマドの東側床面から一部被熱した支脚とみられる礫（写真4－4）などが出土している。
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第11図　SI2407竪穴住居跡出土遺物

遺構名 層位 色調 土質 備考・混入物 遺構名 層位 色調 土質 備考・混入物

SI2407

1 2.5Y3/3暗オリーブ褐色 粘土質シルト 地山粒・地山小ブロックを若干含む　人為的埋土

SI2407
カマド

1 5Y4/3にぶい赤褐色 シルト 焼土主体層
2 10YR3/2黒褐色 粘土質シルト 地山小ブロックをやや多く含む　人為的埋土

2 10YR5/3にぶい黄褐色 粘土質シルト
3・4層小ブロックを少量含む

（カマドソデ構築土）3 2.5Y3/1黒褐色 粘土質シルト 炭化物・焼土粒を少量含む（周溝堆積土）
4 10YR3/1黒褐色 粘土質シルト 地山小ブロックを多く含む（貼床）

3 2.5Y4/1黄灰色 粘土質シルト
焼土粒を少量含む

（カマドソデ構築土）5 10YR3/3暗褐色 粘土質シルト 地山ブロックを含む（掘方埋土）

SI2407
−SK1

1 2.5Y5/3黄褐色 シルト 地山ブロック主体層
4 2.5Y4/1黄灰色 粘土質シルト

地山粒をごく少量含む
（カマドソデ構築土）2 7.5YR3/3暗褐色 粘土質シルト 焼土小ブロック・焼土ブロックを多く含む

3 2.5Y3/3暗オリーブ褐色 粘土質シルト 地山小ブロックを若干含む 5 10YR3/3暗褐色 粘土質シルト SI2407の5層　堀方埋土

第10図　SI2407竪穴住居跡土層断面図

図版
番号

登録
番号

種別 器形 出土地点 法量（cm） 外面調整・付着物等
内面調整・
付着物等　

写真
図版

11−1 C−1250 土師器 甑?

SI2407
（掘方埋土）
（堆積土）

（カマド袖）

口径：22.2
器高：残12.0

口縁部：ハケメ→ヨ
コナデ→ナデ
体部：ハケメ→ケズ
リ→ナデ→ミガキ

ハケメ→ナデ
→ミガキ
輪積痕あり

4−1

11−2 C−1253 土師器 坏

SI2407
（堆積土）
（床面）

（掘方埋土）

口径：14.5
器高：4.1

口縁部：ヨコナデ→
ナデ
体～底部：ヘラケズ
リ→ヘラナデ

ミガキ
黒色処理

4−2

Ⅰ 層
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（2）材木列跡・柱列
【SA2413材木列跡】

調査区の西部で検出された北東－南西方向の材木列跡である。SI2407竪穴住居跡・SK2423土坑より新しい。規
模は検出長が約6.6ｍで調査区外にさらに延びる。方向はN−33°−Eで、掘方の上端幅が約30㎝、下端幅が約20㎝
である。遺構検出面から底面までの深さは約25㎝で、底面に若干の起伏が認められる。直径10～15㎝の柱痕跡が
36箇所検出された。柱痕跡の深さは一定していない。堆積土は単層である。遺物は須恵器の壺と思われる破片（E
−614・第13図1）、土師器の小片、鉄滓の小片などが出土している。
【SA2410柱列】

調査区南東部で検出された東西3間以上、総長約7.3ｍ以上（柱間寸法2.3～2.55ｍ）の柱列である。SI2407竪穴
住居跡・SD2409溝跡・P95より新しく、SD2408溝跡・P26・P72・P73より古い。SA2412柱列とも重複関係にある
が、各柱穴は重複しない。方向はE−3°−Sである。柱穴掘方の平面形は隅丸長方形で、規模は長軸が80～95㎝、
短軸が65～80㎝、深さが約50㎝である。堆積土は単層（SA2410−P3・P4）あるいは3層に細分される（SA2410
−P1・2）。柱痕跡の直径は20〜25㎝である。遺物は土師器・須恵器の小片が出土している。
【SA2411柱列】

調査区南東部で検出された東西1間以上、総長約2.2ｍ以上（柱間寸法2.2ｍ）の柱列である。SA2412柱列と重複
関係にあるが、各柱穴は重複しない。方向はW−0°−Eである。柱穴掘方の平面形は楕円形で、規模は長軸が50
～55㎝、短軸が約45㎝、深さが10〜20㎝である。堆積土は単層である。柱痕跡の直径は15～20㎝である。遺物は
土師器の小片が出土している。
【SA2412柱列】

調査区東部で検出された北東～南西3間以上、総長約6.5ｍ以上（柱間寸法2.1～2.2ｍ）の柱列である。SD2409
溝跡・SK2416土坑・SK2419土坑・P37より新しく、SK2415土坑より古い。SA2410・SA2411柱列と重複関係にあ
るが、各柱穴は重複しない。方向はN−35°−Eである。柱穴掘方の平面形は隅丸長方形および楕円形で、規模は
長軸が1.0～1.4ｍ、短軸が0.65～1.05ｍ、深さが60～70㎝である。堆積土は単層（SA2412−P2・P3）あるいは2
層に細分される（SA2412−P1・P4）。柱痕跡の直径は20～25㎝である。遺物は土師器の坏（C−1252・第13図3）
のほか、土師器の小片、鉄滓の小片などが出土している。
【SA2414柱列】

調査区西端で検出された南北2間以上、総長約4.25ｍ以上（柱間寸法2.0～2.25ｍ）の柱列である。SK2421土坑・
SK2424土坑より新しく、P64・P71より古い。方向はN−2°−Eである。部分的な検出ではあるが、柱穴掘方の平
面形は隅丸長方形もしくは楕円形とみられ、規模は長軸が45～90㎝以上、短軸が55～80㎝である。深さは25～40
㎝である。堆積土は単層（SA2414−P1・P2・P3）である。柱痕跡の直径は約20㎝である。遺物は土師器の坏（C
−1258・第13図2）のほか、土師器・須恵器の小片などが出土している。

（3）土坑・溝跡・性格不明遺構
【SK2415土坑】

調査区の東部で検出された。SA2412柱列・SK2416土坑より新しい。SX2425性格不明遺構・P76より古い。平面
形は隅丸方形を呈し、規模は長辺約1.3ｍ、短辺約1.15ｍで、深さは約40㎝である。断面形状は箱形を呈し、堆積
土は単層である。遺物は底面を中心に土師器の坏が複数（第15図1～8など・写真5−1〜9）出土したほか、須
恵器の坏（E−608、610・第15図9、10）や平瓦の小片（G−180・第15図11）などが出土している。
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遺構名 層位 色調 土質 備考・混入物

SA2413
1 10YR3/2黒褐色 粘土質シルト 地山粒・炭化物粒をごく少量含む　（柱痕跡）
2 2.5Y3/2黒褐色 粘土質シルト 地山小ブロックを含む　（掘方埋土）

SA2410

P1・P2

1 10YR3/2黒褐色 粘土質シルト 地山小ブロックを少量含む　炭化物粒をごく少量含む　（柱痕跡）
2 10YR3/3暗褐色 粘土質シルト 地山小ブロックをやや多く含む　（掘方埋土）
3 10YR3/1黒褐色 粘土質シルト 地山粒を若干含む　（掘方埋土）
4 10YR3/2黒褐色 粘土質シルト 地山小ブロックを含む　（掘方埋土）

P3
1 10YR3/2黒褐色 粘土質シルト 地山小ブロックを少量含む　炭化物粒をごく少量含む　（柱痕跡）
2 10YR3/3暗褐色 粘土質シルト 地山小ブロックをやや多く含む　（掘方埋土）

P4
1 10YR3/2黒褐色 粘土質シルト 地山粒を少量含む　（柱痕跡）
2 2.5Y3/3暗オリーブ褐色 粘土質シルト 地山粒・地山小ブロックを若干含む　（掘方埋土）

SA2411 P1・P2
1 10YR3/2黒褐色 粘土質シルト 地山粒を若干含む　（柱痕跡）
2 10YR3/3暗褐色 粘土質シルト 地山ブロックを多く含む　（掘方埋土）

SA2412

P1
1 10YR3/2黒褐色 粘土質シルト 地山粒をごく少量含む　（柱痕跡）
2 10YR3/2黒褐色 粘土質シルト 地山ブロックをやや多く含む　（掘方埋土）
3 10YR3/1黒褐色 粘土質シルト 地山ブロックを含む　（掘方埋土）

P2
1 10YR3/1黒褐色 粘土質シルト 地山小ブロックを少量含む　（柱痕跡）
2 2.5Y3/2黒褐色 粘土質シルト 地山ブロックを含む　（掘方埋土）

P3
1 10YR3/3暗褐色 粘土質シルト 地山粒を少量含む　（柱痕跡）
2 10YR3/2黒褐色 粘土質シルト 地山小ブロック・地山ブロックを多く含む　（掘方埋土）

P4
1 10YR3/2黒褐色 粘土質シルト 地山粒をごく少量含む　（柱痕跡）
2 2.5Y3/2黒褐色 粘土質シルト 地山粒・地山小ブロックを含む　（掘方埋土）
3 10YR3/1黒褐色 粘土質シルト 地山小ブロック・地山ブロックを含む　（掘方埋土）

SA2414

P1
1 2.5Y4/1黄灰色 粘土 地山粒・炭化物粒をごく少量含む　（柱痕跡）
2 2.5Y3/3暗オリーブ褐色 粘土 地山ブロックを若干含む　（掘方埋土）

P2
1 10YR3/2黒褐色 粘土質シルト 地山粒をごく少量含む　（柱痕跡）
2 2.5Y3/3暗オリーブ褐色 粘土質シルト 地山ブロックをやや多く含む　炭化物粒をごく少量含む　（掘方埋土）

P3
1 2.5Y3/2黒褐色 粘土質シルト 地山小ブロックを少量含む　（柱痕跡）
2 10YR3/3暗褐色 粘土質シルト 地山小ブロックを含む　炭化物粒をごく少量含む　（掘方埋土）

図版
番号

登録
番号 種別 器形 出土地点 法量（cm） 外面調整・付着物等 内面調整・付着物等 写真

図版
13−1 E−614 須恵器 壺 SA2413 口径：（19.4）　器高：残2.0 ロクロナデ ロクロナデ 4−6
13−2 C−1258 土師器 坏 SA2414 P2 口径：（20.0）　器高：残2.3 口縁部：ヨコナデ　体部：ナデ 口縁部：ヨコナデ　体部：ナデ 4−7
13−3 C−1252 土師器 坏 SA2412 P2 口径：（19.6）　器高：残4.0 口縁部：ヨコナデ　体部：ヘラケズリ　黒色処理 ミガキ（一部磨滅）　黒色処理　 4−5

第12図　材木列跡・柱列断面図

第13図　材木列跡・柱列出土遺物
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【SK2416土坑】
調査区の東部で検出された。SA2412柱列・SK2415土坑・SX2425性格不明遺構・P19・P31より古い。平面形は

歪な隅丸長方形を呈し、規模は東西約3.0ｍ、南北約2.5ｍで、深さは20〜25㎝である。断面形状は重複する遺構に
より不明である。堆積土は人為的に埋め戻された可能性があり、2層に細分される。遺物はSK2415土坑出土破片
と接合する土師器の坏（C−1234・第15図2）のほか、土師器の小片が出土している。
【SK2417土坑】

調査区の北東部で検出された。SK2418土坑・P16より新しい。P4・P5より古い。部分的な検出ではあるが、平
面形は不整形を呈するとみられ、規模は東西2.7ｍ、南北2.0ｍ以上で、深さは約35㎝である。断面形状は逆台形と
推測される。堆積土は人為的に埋め戻されたとみられ、3層に細分される。遺物はSK2418土坑出土破片と接合す
る土師器の坏（C−1247・第15図13）・甕の破片のほか、磨石（K−363・第15図17）、鉄滓の小片などが出土して
いる。
【SK2418土坑】

調査区の北部で検出された。P12・P32・P33・P34より新しい。SK2417土坑・P13より古い。重複する遺構によ
り不明確ではあるが、平面形は楕円形を基調とするとみられ、規模は長軸2.3ｍ以上、短軸1.8ｍで、深さは約25㎝
である。断面形状は浅い皿形と推測される。堆積土は人為的に埋め戻されたとみられ、5層に細分される。遺物は
土師器の坏（C−1247・第15図13）、ミニチュア土器（C−1242・第15図12）や、鉄滓の小片などが出土している。
【SK2419土坑】

調査区の南東部で検出された。SA2412柱列より古い。部分的な検出のため、平面形や規模、断面形状は不明で
ある。深さは約50㎝以上で、確認できた堆積土は1層である。遺物は土師器の小片が少量出土している。
【SK2420土坑】

調査区の中央部で検出された。SD2408溝跡・P42・P77より新しい。P13より古い。平面形は歪な楕円形を呈し、
規模は長軸約1.6ｍ、短軸約1.3ｍで、深さは約20㎝である。断面形状は浅い皿形を呈する。堆積土は人為的に埋め
戻された可能性があり、単層である。遺物は出土していない。
【SK2421土坑】

調査区の北西端で検出された。SA2414柱列より古い。部分的な検出のため、平面形は不明である。規模は東西
1.45ｍ以上、南北0.8ｍ以上で、深さは約90㎝である。断面形状は逆台形を呈する。堆積土は人為的に埋め戻され
た可能性があり、4層に細分される。遺物は土師器の小片が少量出土している。
【SK2422土坑】

調査区の北西端で検出された。SK2423土坑・P43・P44・P45・P53・P82・P83より古い。部分的な検出ではあ
るが、平面形は楕円形を基調とするとみられる。規模は長軸が2.3ｍ以上、短軸が1.7ｍ以上で、深さは約35㎝であ
る。断面形状は皿形を呈する。堆積土は2層に細分される。遺物は出土していない。
【SK2423土坑】

調査区の北西部で検出された。SK2422土坑より新しく、SA2413材木列跡・P41・P45・P48・P53・P54・P56・
P81より古い。平面形は歪な円形を呈する。規模は長軸が約2.3ｍ、短軸が約2.0ｍで、深さは40～45㎝である。断
面形状は碗形を呈する。堆積土は3層に細分される。遺物は須恵器の蓋（E−611、612・第15図14、15）や盤？（E
−613・第15図16）、土師器高坏の脚部（写真5－19）、木葉痕を有する土師器甕とみられる底部などが出土してい
る。
【SK2424土坑】

調査区の北西端で検出された。SA2414柱列・P64より古い。部分的な検出のため不明確ではあるが、平面形は
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隅丸方形を基調とするとみられる。規模は東西が0.8ｍ以上、南北が2.3ｍ以上で、深さは30～40㎝である。断面形
状は逆台形を呈するとみられる。堆積土は2層に細分される。遺物は土師器の小片が少量出土している。
【SD2408溝跡】

調査区南部で検出された南北方向の溝跡である。SI2407竪穴住居跡・SA2410柱列より新しい。SK2420土坑よ
り古い。規模は検出長が約2.1ｍで、方向はN−1°−Eである。上端幅が25～50㎝、下端幅が10～20㎝で、断面形
状は皿形を呈する。遺構検出面から底面までの深さは約8㎝で、堆積土は単層である。遺物は土師器の小片が少量
出土している。
【SD2409溝跡】

調査区南東部で検出された北西－南東方向にやや屈曲する溝跡である。SA2410・SA2412柱列より古い。規模は
検出長が約1.9ｍで、上端幅が10～30㎝、下端幅が5～15㎝である。断面形状は皿形を呈する。遺構検出面から底
面までの深さは約5㎝で、堆積土は単層である。遺物は出土していない。
【SX2425性格不明遺構】

調査区の北東部で検出された。SK2415・SK2416土坑より新しい。平面形は長楕円形を呈する。規模は長軸が
1.65ｍ、短軸が0.4ｍで、深さは約30㎝である。断面形状はＵ字形を呈する。堆積土は単層である。遺物はSK2415
土坑出土破片と接合する土師器の坏（C−1246・第15図7）や須恵器の坏（E−610・第15図10）のほか、羽口の
小片、不明金属製品などが出土している。
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遺構名 層位 色調 土質 備考・混入物
SK2415 1 2.5Y4/1黄灰色 シルト 地山粒・地山小ブロックを少量含む　炭化物粒をごく少量含む

SK2416
1 2.5Y3/1黒褐色 粘土質シルト 地山小ブロック・地山ブロックを含む　炭化物粒をごく少量含む　　人為的埋土か？
2 10YR3/2黒褐色 粘土質シルト 地山小ブロックを若干含む　　人為的埋土か？

P31
1 10YR3/2黒褐色 粘土質シルト 地山小ブロックを少量含む　炭化物粒をごく少量含む　（柱痕跡）
2 2.5Y3/2黒褐色 粘土質シルト 地山小ブロック・地山ブロックを若干含む　（掘方埋土）

P76
1a 10YR3/1黒褐色 粘土質シルト 地山粒を少量含む　炭化物粒をごく少量含む　（柱痕跡）
1b 10YR3/1黒褐色 粘土 地山粒をごく少量含む　（柱痕跡）
2 10YR3/2黒褐色 粘土質シルト 地山小ブロック・地山粒を少量含む　（掘方埋土）

SK2417
1 10YR4/2灰黄褐色 粘土質シルト 地山ブロックをやや多く含む　　人為的埋土
2 10YR3/1黒褐色 粘土質シルト 地山粒・炭化物粒を少量含む　　人為的埋土
3 10YR3/2黒褐色 粘土質シルト 地山粒を斑状に多く含む　　人為的埋土

SK2418

1 10YR3/2黒褐色 粘土質シルト 地山粒・地山小ブロックを少量含む　　人為的埋土
2 10YR3/1黒褐色 粘土質シルト 地山ブロックを含む　焼土・炭化物を粒状にごく少量含む　　人為的埋土
3 10YR4/1褐灰色 粘土質シルト 焼土ブロック・地山粒をごく少量含む　　人為的埋土
4 10YR3/1黒褐色 粘土質シルト 地山粒を少量含む　炭化物粒をごく少量含む　　人為的埋土
5 2.5Y3/1黒褐色 粘土質シルト 地山粒・地山小ブロックをごく少量含む　　人為的埋土

SK2420 1 2.5Y3/2黒褐色 粘土質シルト 地山ブロックを若干含む　　人為的埋土か？

SK2423
1 2.5Y3/2黒褐色 粘土質シルト 地山ブロックを若干含む
2 2.5Y3/3暗オリーブ褐色 粘土質シルト 地山粒・地山小ブロックを含む
3 10YR3/3暗褐色 粘土質シルト 地山粒・炭化物粒をごく少量含む

SD2408 1 2.5Y3/2黒褐色 粘土質シルト 地山小ブロックを少量含む　焼土・炭化物粒をごく少量含む
SD2409 1 10YR3/3暗褐色 粘土質シルト 地山粒・地山小ブロックをやや多く含む
SX2425 1 10YR3/3暗褐色 粘土質シルト 地山ブロックを若干含む

第14図　土坑・溝跡・性格不明遺構土層断面図
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（4）ピット
今回の調査区からは75基のピットが検出された（第17図）。平面形状は隅丸方形を呈するものが大半を占める。

柱痕跡が検出されたピットは41基である。遺物は主に土師器の小片が出土しているが、一部のピットからは内面
がナデ調整された土師器坏（P7出土・写真5－20）や、漆が付着した須恵器片（P39出土・写真5－21）、鉄滓が
付着した羽口小片（P31出土）、釘とみられる鉄製品（P13・P74出土・写真5－22・23）、鉄滓小片（P44・P97出土）
などが出土している。建物跡などを構成するような組み合わせは、本調査区内では確認されなかった。

磨面0 10cm（S=1/3)

1 2 3

4

8

5

6

7

9 10

11

12 13

1514

16
17

図版
番号

登録
番号 種別 器形 出土地点 法量（cm） 外面調整・付着物等 内面調整・付着物等 写真

図版
15−1 C−1249 土師器 坏 SK2415 口径：16.0　底径：14.0　器高：4.5 口縁部：ヨコナデ　体～底部：ハケメ→ケズリ ミガキ　黒色処理 5−2

15−2 C−1234 土師器 坏 SK2415 SK2416 口径：16.7　底径：13.4　器高：3.2
口縁部：ヨコナデ
体～底部：（ケズリ→）ナデ→ミガキ

ミガキ　黒色処理 5−4

15−3 C−1229 土師器 坏 SK2415 口径：（14.0）　器高：残4.6 口縁部：ヨコナデ　体～底部：ケズリ ミガキ　黒色処理 5−3
15−4 C−1228 土師器 坏 SK2415 口径：（16.3）　底径：（13.8）　器高：残3.6 口縁部：ヨコナデ　体～底部：ケズリ ミガキ　黒色処理 5−1

15−5 C−1231 土師器 坏 SK2415 口径：（15.2）　底径：（12.2）　器高：2.6
口縁部：ヨコナデ　体～底部：ケズリ
黒色処理

ミガキ　黒色処理 5−5

15−6 C−1227 土師器 坏 SK2415 口径：（16.0）　器高：残6.9 ミガキ　黒色処理 ミガキ　黒色処理 5−8

15−7 C−1246 土師器 坏
SK2415 SX2425

口径：14.8　底径：11.8　器高：2.15
口縁部：ヨコナデ→ナデ
底部：ナデ→ミガキ

ミガキ　黒色処理 5−6
遺構検出面

15−8 C−1233 土師器 坏 SK2415 口径：17.0　器高：4.7 口縁部：ヨコナデ　体～底部：ケズリ ミガキ（一部磨滅）　黒色処理 5−7
15−9 E−608 須恵器 高台付坏 SK2415 口径：（16.4）　底径：（11.2）　器高：3.7 ロクロナデ ロクロナデ 5−10
15−10 E−610 須恵器 坏 SK2415 SX2425 口径：16.7　底径：13.7　器高：3.7 ロクロナデ　底部：回転ヘラケズリ ロクロナデ　ヘラキズ？ 5−11
15−11 G−180 瓦 平瓦 SK2415 長さ：残2.9　幅：残2.5 凹面：布目痕　凸面：縄目叩き　側面：ケズリ 5−12
15−12 C−1242 土師器 ミニチュア SK2418 口径：（6.4）　底径：6.0　器高：（4.3） 指オサエ 指ナデ 5−14

15−13 C−1247 土師器 坏 SK2418 SK2417 口径：14.2　器高：4.6
口縁部：ヨコナデ　体～底部：（一部ハケメ→）
ケズリ　

ミガキ　黒色処理 5−15

15−14 E−611 須恵器 蓋 SK2423 残存高：2.85　口径：（12.1）　 端部：ロクロナデ　天井部：回転ヘラケズリ ロクロナデ　カエリ有り 5−16
15−15 E−612 須恵器 蓋 SK2423 残存高：1.1　口径：（9.0） ロクロナデ　沈線1条 ロクロナデ　カエリ有り 5−18

15−16 E−613 須恵器 盤？ SK2423 器高：残3.05　
口縁部：ロクロナデ　体部：回転ヘラケズリ
沈線3条

ロクロナデ
口唇部に浅い凹み有り

5−17

15−17 K−363 礫石器 磨石 SK2417 長さ：8.4　幅：6.9　厚さ：4.7　重量：420g 磨面：4面 5−13

第15図　土坑・性格不明遺構出土遺物
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遺構名 層位 色調 土質 備考・混入物

P2
1 10YR3/2黒褐色 粘土質シルト 地山小ブロックを若干含む

2 10YR3/2黒褐色 粘土質シルト
地山粒を少量含む　地山小ブロックを若
干含む

P4
1 10YR3/2黒褐色 粘土質シルト 地山粒を若干含む

2 10YR3/2黒褐色 粘土質シルト
地山小ブロックを若干含む　炭化物粒を
ごく少量含む

P6
1 10YR3/2黒褐色 粘土質シルト 地山小ブロックを少量含む
2 10YR3/2黒褐色 粘土質シルト 地山ブロックをやや多く含む

P9
1 10YR3/1黒褐色 シルト 地山小ブロックを若干含む
2 10YR3/2黒褐色 シルト 地山ブロックを含む

P15
1 10YR3/2黒褐色 シルト 地山粒をごく少量含む

2 10YR3/3暗褐色 シルト
地山粒・地山小ブロックをやや多く含む
炭化物粒をごく少量含む

P21
1 10YR3/2黒褐色 シルト 地山粒をごく少量含む
2 10YR3/2黒褐色 シルト 地山粒・地山小ブロックを若干含む

P22
1 10YR3/1黒褐色 粘土質シルト 地山粒をごく少量含む
2 10YR3/2黒褐色 粘土質シルト 地山小ブロック・地山ブロックを少量含む

P24
1 10YR3/2黒褐色 粘土質シルト 地山粒・炭化物粒をごく少量含む
2 10YR3/2黒褐色 粘土質シルト 地山ブロックを若干含む

P26
1 10YR3/2黒褐色 粘土質シルト 地山粒をごく少量含む
2 10YR3/3暗褐色 粘土質シルト 地山ブロックをやや多く含む

P27

1 10YR3/1黒褐色 粘土質シルト 地山小ブロックをごく少量含む
2 10YR3/2黒褐色 粘土質シルト 地山ブロックを含む
3 10YR3/1黒褐色 粘土質シルト 地山粒をごく少量含む
4 10YR3/3暗褐色 粘土質シルト 地山粒をごく少量含む

P30
1 10YR3/2黒褐色 シルト 地山小ブロックを少量含む
2 10YR3/2黒褐色 シルト 地山小ブロック・地山ブロックを含む

P32
1 2.5Y3/2黒褐色 粘土質シルト 地山粒・炭化物粒をごく少量含む
2 2.5Y3/2黒褐色 粘土質シルト 地山粒・地山小ブロックを若干含む

P33
1 2.5Y3/1黒褐色 粘土 地山粒をごく少量含む
2 10YR3/2黒褐色 粘土質シルト 地山ブロックを若干含む

P39
1 10YR3/2黒褐色 粘土質シルト 地山粒を少量含む
2 2.5Y3/3暗オリーブ褐色 粘土質シルト 地山小ブロックを含む

P40
1 10YR3/2黒褐色 粘土質シルト 地山粒・炭化物粒をごく少量含む
2 2.5Y3/3暗オリーブ褐色 粘土質シルト 地山小ブロックを少量含む

P44
1 2.5Y3/2黒褐色 粘土質シルト 地山粒をごく少量含む
2 2.5Y3/3暗オリーブ褐色 粘土質シルト 地山小ブロック・地山ブロックを含む

P45
1 10YR3/2黒褐色 粘土質シルト 地山粒・炭化物粒をごく少量含む
2 10YR3/3暗褐色 粘土質シルト 地山小ブロック・地山ブロックを含む

P47
1 10YR3/2黒褐色 粘土質シルト 地山粒をごく少量含む
2 10YR3/2黒褐色 粘土質シルト 地山小ブロックを若干含む

遺構名 層位 色調 土質 備考・混入物

P49
1 10YR3/2黒褐色 粘土質シルト 地山粒を少量含む
2 2.5Y3/2黒褐色 粘土質シルト 地山粒・地山小ブロックを少量含む

P53
1 2.5Y3/2黒褐色 粘土質シルト 地山小ブロック・炭化物粒を少量含む
2 2.5Y3/3暗オリーブ褐色 粘土質シルト 地山小ブロックを若干含む

P56
1 10YR3/2黒褐色 粘土質シルト 地山粒・炭化物粒をごく少量含む

2 2.5Y3/3暗オリーブ褐色 粘土質シルト
地山小ブロックを若干含む　炭化物粒を
少量含む

P57
1 2.5Y3/2黒褐色 粘土質シルト 地山粒をごく少量含む
2 2.5Y3/3暗オリーブ褐色 粘土質シルト 地山小ブロック・地山ブロックを含む

P61
1 10YR3/2黒褐色 粘土質シルト 地山粒をごく少量含む　炭化物を少量含む
2 2.5Y3/3暗オリーブ褐色 粘土質シルト 地山ブロック・炭化物を若干含む

P62
1 10YR3/3暗褐色 粘土質シルト 地山ブロックを少量含む
2 2.5Y3/3暗オリーブ褐色 粘土質シルト 地山ブロックを多く含む

P63
1 10YR3/2黒褐色 粘土質シルト 地山粒・炭化物粒をごく少量含む
2 10YR3/2黒褐色 粘土質シルト 地山小ブロックを若干含む

P69
1 10YR3/2黒褐色 粘土質シルト 地山粒・炭化物粒をごく少量含む
2 2.5Y3/3暗オリーブ褐色 粘土質シルト 地山粒・地山小ブロックを若干含む

P77
1 10YR3/2黒褐色 粘土質シルト 地山粒を少量含む
2 2.5Y3/2黒褐色 粘土質シルト 地山小ブロックを若干含む

P78
1 10YR3/2黒褐色 粘土質シルト

地山粒を少量含む　炭化物粒をごく少量
含む

2 2.5Y3/3暗オリーブ褐色 粘土質シルト 地山小ブロック・地山ブロックを含む

P79
1 10YR3/2黒褐色 粘土質シルト 炭化物粒をごく少量含む
2 2.5Y3/3暗オリーブ褐色 粘土質シルト 地山小ブロックを少量含む
3 2.5Y4/2暗灰黄色 粘土質シルト 地山ブロックを多く含む

P80
1 2.5Y3/2黒褐色 粘土質シルト 炭化物粒をごく少量含む
2 10YR3/3暗褐色 粘土質シルト 地山ブロックをやや多く含む

P81
1 2.5Y3/2黒褐色 粘土質シルト 地山粒を若干含む
2 10YR3/2黒褐色 粘土質シルト 地山ブロックをやや多く含む

P92
1 2.5Y3/2黒褐色 粘土質シルト 地山粒をごく少量含む
2 2.5Y3/3暗オリーブ褐色 粘土質シルト 地山ブロックをやや多く含む

P94
1 10YR3/2黒褐色 粘土質シルト 地山小ブロック・炭化物粒をごく少量含む

2 10YR3/3暗褐色 粘土質シルト
地山ブロックを含む　炭化物粒をごく少
量含む

P96
1 2.5Y3/2黒褐色 粘土質シルト 地山粒をごく少量含む
2 2.5Y3/2黒褐色 粘土質シルト 地山ブロックを若干含む

P97
1 10YR3/1黒褐色 粘土質シルト

下部に地山小ブロック・地山ブロックを
やや多く含む

2 10YR3/2黒褐色 粘土質シルト 地山粒・地山小ブロックを含む

※第16図中　　1層＝柱痕跡　　2～4層＝掘方埋土

第16図　ピット土層断面図
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３．まとめ
今回の第268次調査区からは竪穴住居跡が1軒（SI2407）、材木列跡1列（SA2413）、掘立柱建物跡の可能性も

考えられる柱列4列（SA2410・2411・2412・2414）、土坑10基（SK2415～2424）、溝跡2条（SD2408・2409）、
性格不明遺構1基（SX2425）、ピット75基が検出された。主な遺構の重複関係や方向から考えられる新旧関係は以
下の通りである。ただし、並列して表記した遺構が必ずしも同時期を示すものではない。

このうち、SA2413材木列跡については、268次調査区の北東側に位置する148次・156次調査区で確認されてい
るSA2030・SA2035材木列跡に直交する可能性が高い（第18図）。SA2030・SA2035材木列跡はⅠ期官衙の北辺を
画していた可能性が考えられていることから、SA2413材木列跡はⅠ期官衙の内部を区画していたと推測される。
Ⅰ期官衙内部を北東－南西方向に区画する材木列跡は、268次調査区の南東側に位置する61次調査区でSA800材木
列跡が確認されており、SA2413材木列跡とSA800材木列跡は約70ｍを隔てて平行関係にあるとみられる。また、
SA2413材木列跡とほぼ平行して検出されたSA2412柱列についても、Ⅰ期官衙に伴う遺構の可能性が高いと考えら
れる。SA2413材木列跡と重複関係にあり、それよりも古いSI2407竪穴住居跡とSK2423土坑については、Ⅰ期官
衙以前の時期と考えられる。SA2410・SA2411・SA2414柱列については、遺構の方向からⅡ期官衙に伴う遺構の
可能性が考えられるが、掘立柱建物跡であるかを含め、周辺の調査成果の蓄積を待って検討する必要がある。最も
多くの遺物が出土したSK2415土坑については、SA2412柱列より新しく、Ⅱ期官衙の遺構でのみ出土している須恵
器高台付坏が伴っていること（仙台市教育委員会2005）などから、概ねⅡ期官衙に伴う遺構と考えられる。

今回の268次調査区では概ねⅠ期官衙以前・Ⅰ期官衙の時期・Ⅱ期官衙の時期と考えられる遺構や多数のピット
等が密集して発見された。官衙北辺部の様相を解明するため、今後も周辺での調査を進めていく必要がある。
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5 ．SI2407カマド・周辺遺物出土状況
　　（南東から）

8．SI2407−SK1遺物出土状況（南から）

6．SI2407床面下遺構完掘状況（東から）

9．SA2413縦断面（南西から）

7．調査区南壁（SI2407部分）
　　土層断面（北から）

10．SA2413横断面（北から）

3．SI2407床面検出状況（南東から） 4．SA2413検出状況（南西から）

1．調査区西半部遺構検出状況（南東から） 2．調査区東半部遺構検出状況（南東から）

写真図版2　第268次調査区（1）
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1 ．SA2410柱列（P1・P2）半裁状況（東から）

4．調査区西壁（SA2414部分）
　　土層断面（東から）

2．SA2410柱列（P1）断面（西から）

5．SK2415遺物出土状況（西から）

3．SA2412柱列完掘状況（南西から）

6．下層調査区南壁断面（北から）

9．調査区西半部遺構完掘状況（南西から） 10．調査区東半部遺構完掘状況（南東から）

7．調査区西半部北壁土層断面（南から） 8．調査区東半部北壁土層断面（南東から）

写真図版3　第268次調査区（2）
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写真図版4　第268次調査出土遺物（1）
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Ⅲ　第269次発掘調査
１．調査経過と調査方法

第269次調査は、個人住宅建築に伴う調査である。平成29年2月17日付け
で申請者より提出された「埋蔵文化財発掘の届出について」（平成29年3月
2日付H28教生文第101−765号で回答）に基づき実施した。

今回の調査地点は、郡山遺跡の南端部に位置し、昭和58年度に同敷地内
で第39次調査が行われている。また、平成11年度に調査が行われた第128次
調査区の南側にあたる。（第2・20図）調査は平成29年3月13日に着手し、
建築予定範囲内に東西5.0ｍ、南北4.0ｍの規模で調査区を設定した。重機に
より盛土および基本層Ⅰ層を掘り下げ、Ⅱ層上面（GL−60㎝）で遺構検出
作業を行った。また調査区の東側と南側に遺構が広がることが確認されたこ
とから、調査区を東側に3.2ｍ、南側に3.8ｍ拡張した。遺構の記録は、平面
図・断面図をS＝1/20で作製し、写真はデジタルカメラを用いて撮影した。また、調査の際に、郡山遺跡の座標点

（No.41）から基準点の移設を行った。3月24日に調査を終了し、その後重機により埋め戻しを行った。

２．検出遺構と出土遺物
検出された遺構は、溝跡1条、性格不明遺構1基、ピット19基である。また、各遺構及び基本層中と、遺構検出

面から土師器や須恵器、羽口、砥石、鉄製品などの遺物が出土している。
【SD2426溝跡】

調査区中央部で検出された南北方向の溝跡である。SX2427性格不明遺構より新しく、P16より古い。規模は上
端幅が35～45㎝、下端幅が20～30㎝、検出長が約2.9ｍで、南側は攪乱によって壊されている。方向はN−6°−W
である。断面形状は皿形を呈し、遺構検出面から底面までの深さは1～10㎝で、堆積土は単層である。遺物は磁器
小片が1点、羽口小片が1 点出土している。
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第19図　第269次調査区配置図

第269次
39

第20図　第269次調査区位置図
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第21図　第269次調査区平・断面図

遺構名 層位 色調 土質 備考・混入物

基本層

Ⅰa 10YR4/2灰黄褐色 シルト グライ化　酸化鉄ブロック（φ1cm）下層との境に集積　盛土？
Ⅰb 10YR3/4暗褐色 粘土質シルト 地山ブロック（φ1～5cm）下層との境に集積　下層との境に凹凸　耕作土？
Ⅱ 10YR4/4褐色 砂質シルト ほぼ均質　酸化鉄ブロック（φ1cm）下層との境に集積
Ⅲ 10YR5/4にぶい黄褐色 シルト 酸化鉄ブロック（φ1cm）を少量含む

SD2426 1 10YR3/4暗褐色 粘土質シルト 地山ブロック（φ1～3cm）を斑状に含む
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【SX2427性格不明遺構】
調査区中央部で検出された北東－南西方向の溝状に延びる遺構である。通常の溝跡とは形状・出土遺物等に差

異が認められたため、性格不明遺構として扱うこととした。SD2426溝跡・P11～P17・P19より古い。平面では確
認できなかったが、北壁断面の観察から、掘り直しが行われたと考えられる。規模は検出長が約7.35ｍで調査区外
にさらに延びる。方向はN−13°−Eである。幅は北側で2.5～2.75ｍ、南側で1.5～1.7ｍあり、北側で幅広くなっ
ている。遺構検出面から底面までの深さは約50㎝であるが、南側で一部深く掘りこまれる箇所があり、底面には
部分的に不整形な凹凸も認められた。堆積土は13層に細分される。遺物は土師器の破片、羽口（P－74、P－78、P
－77・第22図1～3）、鉄製品（N－152～155・第22図5～8）、砥石（K－365・第22図4）のほか、椀型滓とみら
れるもの（写真7－9・10）などを含む鉄滓が出土している。
【ピット】

今回の調査区からは19基のピットが検出された。平面形状は円形を基調としたものが主体であり、直径は約20
～50㎝である。深さは約10～20㎝を測る。柱痕跡は確認されていない。堆積土の観察から、検出されたピットの
大部分は、基本層Ⅰb層の耕作に伴う耕作痕であると考えられる。

３．まとめ
今回の第269次調査区からは溝跡1条（SD2426）、性格不明遺構1基（SX2427）、ピット19基が検出された。こ

のうちSX2427性格不明遺構については、同敷地内南側に位置する第39次調査区で検出された北東−南西方向の溝
跡と方向および規模が似通っており、同一遺構の可能性が考えられる。また、北側の延長については、隣接地で第
128次調査が行われているが、同様の遺構は検出されておらず、本調査区と第128次調査D区との間に遺構端部が位
置するか、屈曲するものとみられる。SX2427性格不明遺構からは、羽口、鉄製品、鉄滓、砥石などが出土しており、
周辺において鉄製品の加工等が行われた可能性が考えられる。

今回の調査地点は郡山遺跡の南端部に位置し、これまでの調査では周辺の遺構分布は密ではない。本調査で検出
した遺構の時期・性格については、今後の調査成果の蓄積を待って、検討していく必要がある。

遺構名 層位 色調 土質 備考・混入物

SX2427
B−B'

1 10YR4/4褐色 粘土質シルト 地山ブロック主体
2 10YR3/3暗褐色 粘土質シルト 炭化粒（φ2〜5㎜）を含む
3 10YR3/4暗褐色 粘土質シルト 地山粒（φ5㎜）を斑状に含む　炭化粒（φ2〜5㎜）を少量含む
4 10YR3/4暗褐色 粘土質シルト 地山ブロック（φ2cm）・炭化粒（φ2㎜）を少量含む
5 10YR2/3黒褐色 粘土質シルト 炭化粒（φ3㎜）を少量含む
6 10YR4/4褐色 粘土質シルト 地山ブロック主体　10YR2/2黒褐色粘土ブロック（φ2cm）を少量含む
7 10YR3/4暗褐色 粘土質シルト 地山ブロック主体
8 10YR4/4褐色 シルト 地山ブロック主体　10YR3/2黒褐色粘土ブロック（φ2cm）を少量含む
9 10YR4/4褐色 シルト 地山ブロック主体
10 10YR4/6褐色 砂質シルト 地山ブロック主体

SX2427
C−C'

1 10YR3/3暗褐色 粘土質シルト 地山ブロック（φ5cm）を斑状に含む　炭化粒（φ5㎜）を少量含む
2 10YR4/3にぶい黄褐色 粘土質シルト 地山ブロック主体　炭化粒（φ2㎜）をやや多量含む
3 10YR4/4褐色 粘土質シルト 地山ブロック主体　炭化粒（φ2㎜）を少量含む
4 10YR4/4褐色 粘土質シルト 地山ブロック主体
5 10YR4/3にぶい黄褐色 砂質シルト 地山ブロック主体　炭化粒（φ2㎜）を少量含む
6 10YR5/4にぶい黄褐色 シルト 地山ブロックを斑状に多量含む　炭化粒（φ2㎜）を微量含む

SX2427
D−D'

1 10YR3/4暗褐色 粘土質シルト 地山ブロック主体
2 10YR3/4暗褐色 粘土質シルト 地山ブロック（φ2cm）・炭化粒（φ2〜5㎜）を少量含む
3 10YR5/4にぶい黄褐色 粘土 地山ブロック主体　酸化鉄ブロック（φ1cm）を少量含む
4 10YR2/3黒褐色 粘土 酸化鉄ブロック（φ1cm）・炭化粒（φ3㎜）を少量含む
5 10YR3/3暗褐色 粘土質シルト 地山ブロック（φ1cm）を斑状に含む　炭化粒（φ5㎜）を少量含む
6 10YR4/3にぶい黄褐色 シルト 地山ブロック（φ1〜2cm）を斑状に多量含む
7 10YR4/3にぶい黄褐色 砂質シルト 地山ブロック主体　炭化物（φ1cm）を少量含む
8 10YR4/4褐色 砂質シルト 地山ブロック主体　炭化粒（φ2㎜）を少量含む
9 10YR2/2黒褐色 シルト 地山ブロック（φ2cm）を斑状に含む　炭化粒（φ2〜5㎜）を少量含む
10 10YR3/4暗褐色 粘土質シルト 地山ブロック主体
11 10YR3/4暗褐色 シルト 地山ブロック（φ2cm）を少量含む
12 10YR4/4褐色 砂質シルト 地山ブロック主体
13 10YR5/4にぶい黄褐色 シルト 地山ブロック主体　炭化物（φ1cm）を少量含む

表3　SX2427性格不明遺構土層注記表
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第22図　第269次調査出土遺物

図版
番号

登録
番号 種別 器形 出土地点 法量（cm） 外面調整・付着物等 内面調整・付着物等 写真

図版
22−1 P−74 土製品 羽口 SX2427 長さ：残4.9　幅：4.6　孔径：2.0 ヘラナデ　溶解物付着　被熱 ヘラナデ　被熱 7−1

22−2 P−78 土製品 羽口 SX2427
長さ：残5.15　幅：残5.85
孔径：（1.5）

調整不明　被熱　溶解物付着（一部黄緑の
付着物有り）

調整不明　被熱 7−2

22−3 P−77 土製品 羽口 SX2427 長さ：残5.0　幅：（6.0）　孔径：（1.6）　 ナデ　被熱 ナデ 7−3

22−4 K−365 石製品 砥石 SX2427
最大長：18.0　最大幅：14.0
最大厚：13.0　重量：2.68kg

磨面：4面　さび付着 7−8

22−5 N−155 鉄製品 刀子？ SX2427 長さ：残7.0　幅：（1.4）　厚さ：0.15 さび付着 7−4
22−6 N−153 鉄製品 不明 SX2427 長さ：残4.4　幅：（2.3）　厚さ：（2.0） さび付着　中空 7−5
22−7 N−154 鉄製品 鏃？ SX2427 長さ：残3.9　幅：残2.5　厚さ：0.2 さび付着 7−6
22−8 N−152 鉄製品 釘？ SX2427 長さ：残3.3　幅：（0.6）　厚さ：（0.3〜0.6） さび付着 7−7
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写真図版6　第269次調査区

1．調査区全景遺構検出状況（北から） 2．SX2427北壁（B−B'）土層断面（南から）

3．調査区西壁（A−A'）土層断面（東から） 4．調査区南壁（C−C'）土層断面（北から）

5．SX2427（D−D'）土層断面（北から） 6．SX2427完掘状況（南から）

7．調査区南側遺構完掘状況（南から） 8．調査区北側遺構完掘状況（南から）
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写真図版7　第269次調査出土遺物
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Ⅳ　第271次発掘調査
１．調査経過と調査方法

第271次調査は、個人住宅建築に伴う調査である。平成29年6月2日付け
で申請者より提出された「埋蔵文化財発掘の届出について」（平成29年6月
6日付けH29教生文第102－126号で回答）に基づき実施した。

今回の調査地点は、郡山遺跡方四町Ⅱ期官衙の北東部、外溝東辺の推定
ライン付近に位置し、平成24年度に調査が行われた第230次調査区の東側、
平成21年度に調査が行われた第197次調査区の北側にあたる。（第2・24図）
調査は平成29年6月12日に着手し、建築予定範囲内に東西4.0ｍ、南北3.0
ｍの規模で調査区を設定した。重機により盛土および基本層Ⅱa層まで掘り
下げ、古代の遺構検出面と考えられるⅡb層上面（GL−0.8～0.9ｍ）で遺構
検出作業を行ったが、遺構が検出されなかったため、Ⅲb層まで下層調査を行った。遺構の記録は、平面図をS＝
1/40、断面図をS＝1/20で作製し、記録写真はデジタルカメラを用いて撮影した。6月12日に調査を終了し、その
後重機により埋め戻しを行った。

２．検出遺構と出土遺物
今回の調査では、遺構・遺物は検出されなかった。

３．まとめ
第271次調査区は郡山遺跡方四町Ⅱ期官衙の北東部、外溝東辺の推定ライン付近に位置し、平成24年度に調査が

行われた第230次調査区の東側に、平成21年度に調査が行われた第197次調査区の北側にあたる。
方四町Ⅱ期官衙の外溝東辺が検出される可能性が考えられたが、遺構は検出されなかった。調査区が外溝東辺の

位置から外れたあるいは、河川によって遺構検出面が浸食されたなどの可能性が考えられる。同じく外溝東辺の推
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第23図　第271次調査区配置図
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第24図　第271次調査区位置図
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定ライン付近で調査を行った197次調査でも古代の遺構検出面が河川等により削平された可能性があるなど、外溝
東辺については確認事例が少ないため、今後も調査を重ねて事例を蓄積していく必要がある。
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第25図　第271次調査区平・断面図

層位 色調 土質 備考・混入物
Ⅰ 10YR4/6褐色 シルト 炭化物粒（φ約1㎜）・砂礫（φ約5㎜）を微量含む　
Ⅱa 10YR5/6黄褐色 粘土質シルト 酸化鉄を帯状に微量含む
Ⅱb 10YR6/6明黄褐色 粘土質シルト 酸化鉄を帯状にⅡa層より多く含む
Ⅲa 10YR5/3にぶい黄褐色 砂 Ⅱｂ～Ⅲbへの漸移層　河川堆積土とみられる
Ⅲb 10YR5/4にぶい黄褐色 砂 砂礫（φ2～3㎜）を微量含む　河川堆積土とみられる

写真図版8　第271次調査区

1．調査区全景（東から） 2．調査区西壁土層断面（東から）
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Ⅴ　第272次発掘調査
１．調査経過と調査方法

第272次調査は、個人住宅建築に伴う調査である。平成29年6月1日付けで申
請者より提出された「埋蔵文化財発掘の届出について」（平成29年6月6日付け
H29教生文第102－123号で回答）に基づき実施した。

今回の調査地点は、郡山遺跡方四町Ⅱ期官衙の北東部、外溝東辺の推定ライン
付近に位置し、平成25年度に調査が行われた第248次調査区の東側に、平成29年
度に調査が行われた第271次調査区の北側にあたる。（第2・27図）調査は平成
29年7月10日に着手し、建築予定範囲内に東西3.0ｍ、南北3.0ｍの規模で調査区
を設定した。重機により盛土および基本層Ⅰ～Ⅱ層まで掘り下げ、Ⅲ層上面を検
出したが、河川堆積土であることが確認された。調査区北壁際をトレンチ状にGL
−1.4ｍまで掘削したが、古代の遺構検出面は確認されなかった。遺構の記録は、平面図をS＝1/40、断面図をS＝
1/20で作製し、記録写真はデジタルカメラを用いて撮影した。7月10日に調査を終了し、その後重機により埋め
戻しを行った。

２．検出遺構と出土遺物
今回の調査では、遺構・遺物は検出されなかった。

３．まとめ
第272次調査区は郡山遺跡方四町Ⅱ期官衙の北東部、外溝東辺の推定ライン付近に位置し、平成25年度に調査が

行われた第248次調査区の東側に、平成29年度に調査が行われた第271次調査区の北側にあたる。
方四町Ⅱ期官衙の外溝東辺が検出される可能性が考えられたが、河川と重複しているとみられ、遺構は検出され

なかった。西側に位置する248次調査区でも河川堆積と考えられる層を検出しており、本調査区の周辺一帯が河川
の影響を受けている可能性が考えられる。
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第26図　第272次調査区配置図
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第27図　第272次調査区位置図
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第28図　第272次調査区平・断面図

層位 色調 土質 備考・混入物
Ⅰ 10YR3/4暗褐色 粘土質シルト
Ⅱ 10YR4/4褐色 砂質シルト 10YR3/2黒褐色シルトを斑状に含む　砂を多量含む
Ⅲ 2.5Y4/3オリーブ褐色 砂 酸化鉄を帯状に少量含む　河川堆積土
Ⅳ 10YR4/4褐色 砂 河川堆積土
Ⅴ 2.5Y6/4にぶい黄色 粗砂 河川堆積土

写真図版9　第272次調査区

1．調査区全景（南から） 2．調査区北壁土層断面（南東から）
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第３章　愛宕山横穴墓群
愛宕山横穴墓群については、当該地区に装飾横穴墓があることから、周辺への広がりを確認するため、範囲確認

調査を実施した。
今回の調査地点は、愛宕山横穴墓群C地点の南部に位置する。C地点では、昭和51年度に愛宕山横穴墓群第2次

調査が行われ、装飾横穴墓を含む2基の横穴墓が確認されている。今回の調査区は第2次調査区の北～東側にあた
る。（第29図）

調査は平成30年1月9日に着手し、L字状の調査区（南北辺が東西約3.2ｍ・南北約24ｍ、東西辺が南北約2.8ｍ・
東西8.4ｍ）を設定した。横穴墓を4基（C地点3号墓～6号墓）確認し、うち3基（3・4・5号墓）は羨道部～玄
門部とみられる部分を検出した。記録作成を行った後、1月26日に埋め戻しを完了した。本調査についての詳細は、
来年度の報告とする。

愛宕山横穴墓群
　 B・C地点

愛宕山横穴墓群A地点

第1次

第2次

第3次
第4次

第5次
第6次 第7次

0 100m（S=1/2500）

第29図　愛宕山横穴墓群第7次調査区位置図

写真図版10　横穴墓（C地点3～5号墓）確認状況（西から）
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第４章　調査成果の普及と関連活動
１．主な広報・普及・協力活動

年月日 行事名称 担　当 対　象
2017. 5.17〜19 職場体験学習 三浦 仙台市立長町中学校２年生５名

5.27 郡山中ピロティ見学 三浦 ディスカバーたいはく一般42名
6. 2 出前授業「郡山遺跡」 高橋・三浦 仙台市立八本松小学校６年
6.16 資料調査 五十嵐 一般１名
7.14 出前授業「郡山遺跡」 三浦 仙台市立東長町小学校６年
7.19 美化活動・ピロティ見学 整備活用係 仙台市立東長町小学校６年
8.10 郡山ピロティ見学 三浦 一般１名
8.23～25 職場体験学習 三浦 仙台市立六郷中学校２年生５名
9. 6 郡山ピロティ見学 三浦 明治大学文学部学生10名

10.17 出前授業「地域の歴史」 三浦 仙台市立東長町小学校４年生

11. 7 職場体験学習 三浦 仙台市立中野中学校２年生２名
仙台市立南光台中学校２年生３名

11. 8 職場体験学習 三浦 仙台市立将監中学校２年生２名
11.15～17 職場体験学習 三浦 仙台市立袋原中学校２年生３名
11.29 出前授業「郡山遺跡」 小山・三浦 仙台市立郡山中学校１年生

郡山中ピロティ見学

中学生の職場体験学習（土器洗い）

美化活動後の遺跡地

小学校での出前授業
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要 約

・郡山遺跡第268次調査では、郡山遺跡北部でⅠ期官衙以前の時期の竪穴住居跡、Ⅰ期官衙
に伴う材木列および、同時期の掘立柱建物跡の可能性がある柱列、Ⅱ期官衙に伴う掘立柱
建物跡の可能性がある柱列などが発見され、土師器や須恵器などの遺物が出土した

・愛宕山横穴墓群第７次調査では、４基の横穴墓を確認した
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